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2016年鳥取県中部地震断層周辺の応力状態の推定

断層走行方向の差応力の変化

深さ方向の差応力の変化

• 地震前に断層端において応力緩和が起
こっていたことを示唆

• 本震後、その断層の延長部において同
程度以上の地震が発生する可能性は極
めて低いと考えられる。

地震データから鳥取県中部地震断層周辺
の応力状態を推定

応力状態の模式図北

南

北南
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南西諸島海溝におけるプレート間固着状態の解明

プレート間固着・スロースリップと超
低周波地震の空間的相補性が明
らかになった

SSE［Nishimura, 2014］

●：VLFE
CMT：通常の地震

(2002〜2019年)

スロースリップの発生域とプレート間固着域の
隙間に沿って帯状に分布

・スポット的に分布
・逆断層型地震と相補的（宮古近海除く）

超低周波地震の震央決定

古堅・中村［2021］

沖縄本島南東沖
RKB、RKA

沖縄本島ー宮古島間
RKC、RKD

浅部
↑
↓
深部

固着域

VLFE
(逆断層型地震と相補的に分布)

VLFE、LFE

SSE

・固着/ひずみ解放現象の
空間分布が明らかに
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地震発生予測のための島弧-海溝システムの観測-モデリング統合研究

・固着/ひずみ解放現象の
空間分布が明らかに

・千島〜日本海溝のす
べり・固着分布

３次元有限要素モデルを用いた
震源断層の応力蓄積 700 

km

EUR

PHS
PAC

日本列島

重点的な研究「地震発生の新たな長期予測」を着実に進展

3次元有限要素モデルによる内陸地震の新たな長期予測手法

ERI_11
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前震識別法による短期地震発生予測の成績評価

M法と全ての地震が余震をもつとする定常時空間ETASモデルの地震発生予測の成績を比較

M法：前震識別法，Maeda (1996)
数十キロ四方内に一定規模 (Mf0) 以上の地震数個 (Nf) が数日 (Tf) 以内に起きた場合に，そのあと数日 (Ta) 以内
に，予測のターゲットとする大きな (≧Mm0) 地震がおきるというアラームを立てる方法

Hirose et al. (2021) に加筆

JMA_01
ERI_13

2(2)ア
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箱根火山下へのマグマ供給過程

• 火山下のマグマ溜まりや、深部低周波地震発生域からマグマ溜まりへの供給経路を示
唆する低速度域の存在を明らかにした。

• 深部からのマグマ供給に伴い深部低周波地震が活発化し、その影響がより浅部の深さ
9km付近のマグマ溜まりに伝播し、マグマ溜まりからの脱水脱ガスの促進にともない群
発地震や地殻変動などを引き起こしている可能性が示唆される。

地震波トモグラフィによるS波速度分布 箱根火山下のマグマ供給過程の模式図

Yukutake et al. (2021) 
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衛星赤外画像による火山の観測

• ひまわり8号の赤外画像による熱異常観測と、全天候観測が可能で高 い空間分解能を
もつALOS-2 のSAR画像による地形観測を相補的に用いることにより噴火推移を解析

• 4期に分けられる活動はステージ2において、ガス成分に富むマグマが火道浅部に達す
るようになったため、活発な噴泉活動が起き、同時に蓄えられていたマグマが連鎖的に
発泡して噴泉として短期間で大 量に放出されたとするモデルで説明することができる。

各種観測量の時間変化 噴火状況の推移 噴火様式変化を説明するモデル

Kaneko et al. (2022) 
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2022年トンガ噴火による津波解析

• 線上気圧パルスが伝播
する大気・海洋結合数値
計算実施したところ、S-
netで観測された波形を
比較的良く説明できる事
が分かった

Tanioka et al. (2022) 

観測点位置

津波伝播の様子 モデル計算（赤）と観測（黒）

HKD_05
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災害情報が被害の発生抑止・軽減に資する過程の研究

余震活動の発生場，またその物理
メカニズムを理解するための重要な成果

津波被災の
自己関連性

避難行動の
自己効力感

津波避難
意思

津波のメカニズムを伝える動画

避難行動を推奨する動画

A 防災教育が避難行動に結びつく認知過程 B 脳計測実験デザインと津波避難意思決定課題
あなたは、1人で旅行中です。
現在地は、浸水エリアである(ハザードマップ)、付近
に避難場所がない地域です。
旅行中、突然地震が発生しました。
確認したところ、マグニチュード7.3、最大震度5弱、
現在地の震度5弱、震源は現在地の県沖でした。

避難する 避難しないあなたは、1人で旅行中です。
現在地は、浸水エリアである(ハザードマップ)、付近
に避難場所がない地域です。
旅行中、突然地震が発生しました。
停電によって、テレビ・ラジオが使えず、ケータイの電
波も悪く情報が手に入れられません。
揺れている際、物につまらないと歩けない、自販機で
倒れているものがある等が見られました。

避難する 避難しない

津波防災動画教材視聴
（評価課題・脳活動計

測）

避難意思決定課題(Pre)
（避難率評価）

避難意思決定課題(Post)
（避難率評価）

定
性
シ
ナ
リ
オ

定
量
シ
ナ
リ
オ

C 動画選定と経路モデルの可能性 D 津波避難シナリオの検証

（Ａ認知モデルの構築、Ｂ機能的MRI実験課題作成）と、web実験による防災教育動画と津波避難課題意思決定課題の評価
（C動画教材の3要因による評価、D津波避難シナリオの検証）

IRID06
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東北地方における地震・津波・火山情報に関する歴史資料の所在調査とデータ収集

歴史史料の解読による地震・津波被害の復元

研究概要
① 文化元年(1804)象潟地

震について、由利郡関
村（現在のにかほ市象
潟町関地区）に伝来する
古文書・古地図を解読し、
詳細な被害状況を推定

② 関村の家屋被害率は
80％を超えることが確認

③ 古絵図から当時の家屋
配置・歴史地形を復元し、
地震動による家屋倒壊
や耕作地の被害が大き
いことを確認

IRID01

1(1)ア
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民間GNSS観測網とGEONETで捉えられた地殻変動

• 2020年9月-2021年3月の地殻変動場を計算
• GEONETおよびソフトバンクによるGNSS観測網の変位場は基本的に整合的で

あり、民間GNSS観測点によって地殻変動場の議論が可能であることを示唆
Ohta and Ohzono (2022) 

水平変動 上下変動
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